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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 71,503 ― 2,125 ― 1,864 ― 958 ―
20年3月期第1四半期 50,093 7.5 516 △71.7 288 △81.6 △147 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 7.44 ―
20年3月期第1四半期 △1.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 259,950 84,891 25.6 515.96
20年3月期 243,286 83,625 27.0 502.26

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  66,455百万円 20年3月期  65,638百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 3.00 ― 3.00 6.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 150,000 ― 5,400 ― 4,500 ― 2,200 ― 17.08
通期 297,000 38.1 10,000 137.0 7,500 177.5 4,200 ― 32.60

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年５月８日に発表しました業績予想は、本資料において見直しております。 
上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しております。実際の業績は、今後様々な要因によ
って予想数値と異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる条件等につきましては、２ページ【定性的情報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性
的情報」と本日開示しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。 
２．当連結会計年度から「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  131,383,661株 20年3月期  131,383,661株
② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  2,583,830株 20年3月期  697,206株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  128,833,182株 20年3月期第1四半期  130,460,320株

阪口 光昭
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【定性的情報・財務諸表等】

１. 連結経営成績に関する定性的情報
当第１四半期連結会計期間の鉄鋼業界を取り巻く環境は、国内建材分野では設備投資の減速と住宅販売の

不振などで低水準な状況が続きましたが、製造業分野では好調な外需を背景に堅調に推移しました。一方、

原油をはじめとした原燃料価格高騰の影響が、先行き不透明感を一層増す展開となりました。

このような状況のもとで、当社グループは、新設備の投資効果を最大限に発揮させながら、生産性の向上

や高付加価値商品の増販に取り組んでまいりました。

その結果、当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高715億３百万円（前年同四半期比214億10百万

円増）、営業利益21億25百万円（前年同四半期比16億８百万円増）、経常利益18億64百万円（前年同四半期比

15億75万円増）、四半期純利益９億58百万円（前年同四半期比11億６百万円増）となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。

当社グループのコア事業であります鉄鋼事業では、コスト面で原燃料価格の大幅な値上がり等の影響を受

けましたが、販売面では生産計画の最適化に基づく納期短縮を目的として、契約残の適正化を図った結果、

鋼材販売価格の改善が進みました。また、新日鉄グループ殿からの圧延受託量の増加や鋼材の先高観に起因

する仮需の発生により、販売数量は増加しました。加えて、コークス市況が好転したことや原燃料価格の上

昇による在庫影響などにより、当第１四半期連結会計期間の売上高は661億68百万円（前年同四半期459億93

百万円）、営業利益は20億３百万円（前年同四半期１億64百万円）と増収増益となりました。

その他の事業では、当第１四半期連結会計期間の売上高は、主に化学事業での販売価格の改善により53億

34百万円（前年同四半期40億99百万円）と増加しましたが、原燃料の価格アップ等があり、営業利益は１億

28百万円（前年同四半期１億95百万円）と若干ながら減少しました。

２. 連結財政状態に関する定性的情報
（１）資産、負債及び総資産の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、受取手形及び売掛金が89億

14百万円、たな卸資産が80億80百万円、それぞれ増加したことなどにより、166億64百万円増加し、2,599億

50百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて、支払手形及び買掛金が110億28

百万円、有利子負債が78億14百万円、それぞれ増加したことや未払金が37億79百万円減少したことなどによ

り、153億97百万円増加し、1,750億59百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて、利益剰余金が５億66百万円、

その他有価証券評価差額金が６億61百万円、それぞれ増加したことなどにより、12億66百万円増加し、848億

91百万円となりました。

（２）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度

末より２億99百万円増加し、39億50百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は、９億84百万円となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益18

億55百万円、減価償却費23億74百万円などの収入がありましたが、売上債権、仕入債務とたな卸資産の増加

で60億70百万円などの支出があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、54億85百万円となりました。これは、主に前連結会計年度に完成した中

期設備投資等に伴う有形固定資産の取得による支出などによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、67億69百万円となりました。これは、主に中期設備投資の設備資金や

販売価格及び仕入価格の高騰に伴う運転資金に充当するために行った、長期・短期の借入による収入であ

ります。

３. 連結業績予想に関する定性的情報
上記1.記載の当第１四半期連結会計期間の経営成績を踏まえ、平成20年５月８日に公表しました平成21年

３月期（平成20年４月１日～平成21年３月31日）の連結業績予想について、見直しを行っております。

詳細については、本日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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４. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

② 棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

③ 固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分

する方法によっております。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12

号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企

業会計基準適用指針第14号)を当第１四半期連結会計期間から適用しております。また、「四半期連結財

務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

②通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によってお

りましたが、当第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号

平成18年７月５日)が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方法によった場合

と比べて、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ1,523百万円減少しておりま

す。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

③所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企

業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正）)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企

業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月

30日改正）)が、平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用するこ

とができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通

常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によ

っております。

　ただし、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

引続き賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理を継続しております。

　なお、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

（追加情報）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する

省令 平成20年４月30日 省令第32号）による耐用年数の変更に伴い、当第１四半期連結会計期間から、機

械及び装置の一部について耐用年数を変更しております。

この結果、従来の方法によった場合と比べて、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれ

ぞれ58百万円減少しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,450 4,150

受取手形及び売掛金 54,299 45,384

有価証券 83 83

商品 5,122 4,765

製品 7,507 7,213

半製品 5,599 4,464

原材料 15,594 10,530

仕掛品 4,247 3,275

貯蔵品 3,972 3,714

繰延税金資産 759 568

その他 2,074 2,483

貸倒引当金 △820 △751

流動資産合計 102,892 85,884

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 20,112 20,438

機械及び装置（純額） 52,005 53,715

土地 69,355 69,351

その他（純額） 2,679 2,018

有形固定資産合計 144,153 145,524

無形固定資産 601 626

投資その他の資産

投資有価証券 10,346 9,285

繰延税金資産 28 28

その他 2,103 2,102

貸倒引当金 △174 △164

投資その他の資産合計 12,303 11,251

固定資産合計 157,058 157,402

資産合計 259,950 243,286
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（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 45,288 34,259

短期借入金 32,585 29,615

1年内償還予定の社債 40 40

未払金 4,879 8,659

未払法人税等 643 498

未払費用 1,955 1,617

賞与引当金 711 1,538

その他 765 498

流動負債合計 86,868 76,726

固定負債

社債 － 20

長期借入金 58,158 53,293

退職給付引当金 3,827 3,709

役員退職慰労引当金 124 118

環境対策引当金 317 352

特別修繕引当金 26 24

負ののれん 4,299 4,381

繰延税金負債 9,137 8,750

再評価に係る繰延税金負債 11,714 11,714

その他 584 570

固定負債合計 88,190 82,934

負債合計 175,059 159,661

純資産の部

株主資本

資本金 15,538 15,538

資本剰余金 10,339 10,339

利益剰余金 23,580 23,013

自己株式 △578 △166

株主資本合計 48,880 48,725

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,761 1,099

土地再評価差額金 15,814 15,814

評価・換算差額等合計 17,575 16,913

少数株主持分 18,435 17,986

純資産合計 84,891 83,625

負債純資産合計 259,950 243,286
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(2) 【四半期連結損益計算書】

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

売上高 71,503

売上原価 64,701

売上総利益 6,801

販売費及び一般管理費

販売費 2,529

一般管理費 2,147

販売費及び一般管理費合計 4,676

営業利益 2,125

営業外収益

受取利息 4

受取配当金 126

負ののれん償却額 82

不動産賃貸収入 54

その他 69

営業外収益合計 336

営業外費用

支払利息 325

遊休設備に係る費用 81

その他 189

営業外費用合計 597

経常利益 1,864

特別利益

固定資産売却益 9

特別利益合計 9

特別損失

固定資産除却損 19

特別損失合計 19

税金等調整前四半期純利益 1,855

法人税、住民税及び事業税 623

法人税等調整額 △181

法人税等合計 442

少数株主利益 454

四半期純利益 958
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：百万円）

当第1四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,855

減価償却費 2,374

貸倒引当金の増減額（△は減少） 79

賞与引当金の増減額（△は減少） △826

退職給付引当金の増減額（△は減少） 100

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 2

環境対策引当金の増減額（△は減少） △34

受取利息及び受取配当金 △131

支払利息 325

有形固定資産除却損 19

有形固定資産売却損益（△は益） △9

売上債権の増減額（△は増加） △8,933

たな卸資産の増減額（△は増加） △8,080

仕入債務の増減額（△は減少） 10,942

未払消費税等の増減額（△は減少） 113

その他 1,656

小計 △539

法人税等の支払額 △445

営業活動によるキャッシュ・フロー △984

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,644

有形固定資産の売却による収入 25

無形固定資産の取得による支出 △1

固定資産の除却による支出 △2

投資有価証券の取得による支出 △1

貸付けによる支出 △2

貸付金の回収による収入 9

利息及び配当金の受取額 130

その他 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,485

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,350

長期借入れによる収入 7,300

長期借入金の返済による支出 △1,815

社債の償還による支出 △20

自己株式の取得による支出 △411

子会社の自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △282

少数株主への配当金の支払額 △25

利息の支払額 △325

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 6,769

現金及び現金同等物に係る換算差額 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 299

現金及び現金同等物の期首残高 3,650

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,950
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当連結会計年度から「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

鉄鋼事業
　

(百万円)

エンジニア
リング事業
(百万円)

不動産事業
　

(百万円)

化学事業
　

(百万円)

計
　

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結
　

(百万円)

売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 66,168 1,069 178 4,086 71,503 ― 71,503

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

104 26 136 24 292 (292) ―

計 66,273 1,096 315 4,111 71,795 (292) 71,503

営業利益(△は営業損失) 2,003 △68 129 67 2,131 (6) 2,125

(注) １ 製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分を行っ

ております。

２ 各事業区分に属する主要な製品の名称等

(1) 鉄鋼事業…熱延鋼帯、厚板、中板、縞板、鍍金鋼帯、線材、バーインコイル、棒鋼、軽量Ｃ形鋼、パイプ、

線材二次製品、高力ボルト、コークス、鋼片、副産物 等

(2) エンジニアリング事業…建築総合工事、鋼製魚礁、増殖礁、ロール、バルブ、産業機械 等

(3) 不動産事業…不動産の賃貸、販売 等

(4) 化学事業…化学工業薬品 等

３ 会計方針の変更

（当第１四半期連結会計期間）

　Ｐ３「４．その他 （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 ②」に

記載のとおり、当第１四半期連結会計期間から、たな卸資産の評価基準を、総平均法による原価法から総平均

法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。

これに伴い、当第１四半期連結会計期間において、鉄鋼事業の営業利益は1,475百万円、化学事業の営業利益は

47百万円それぞれ減少し、エンジニアリング事業の営業損失は０百万円増加しております。

４ 追加情報

（当第１四半期連結会計期間）

　Ｐ３「４．その他 （追加情報）」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間から、有形固定資産の耐用年数

を見直しております。これに伴い、当第１四半期連結会計期間において、鉄鋼事業の営業利益は46百万円、化

学事業の営業利益は11百万円それぞれ減少しております。

― 8 ―

決算短信 2008年08月07日 09時29分 05467xe01_in 9ページ （Tess 1.10 20080626_01）



㈱中山製鋼所(5408)平成21年３月期 第１四半期決算短信

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該当

事項はありません。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間における海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の

記載を省略しております。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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「参考資料」

前第１四半期にかかる財務諸表等

(1) （要約）四半期連結損益計算書

前第１四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日

至 平成19年６月30日）

区分
注記
番号 金額

Ⅰ 売上高 50,093

Ⅱ 売上原価 46,962

　 売上総利益 3,130

Ⅲ 販売費及び一般管理費 2,613

　 営業利益 516

Ⅳ 営業外収益 286

Ⅴ 営業外費用 514

　 経常利益 288

Ⅵ 特別利益 0

Ⅶ 特別損失 11

　 税金等調整前四半期
　 純利益 277

　 税金費用 249

　 少数株主利益 175

　 四半期純損失（△） 147
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(2) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日)

鉄鋼事業
　

(百万円)

エンジニア
リング事業
(百万円)

不動産事業
　

(百万円)

化学事業
　

(百万円)

計
　

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結
　

(百万円)

売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 45,993 511 184 3,403 50,093 ― 50,093

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

54 58 149 22 284 (284) ―

計 46,048 569 333 3,426 50,377 (284) 50,093

営業利益(△は営業損失) 164 △59 126 128 360 156 516

(注) １ 製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分を行っ

ております。

２ 各事業区分に属する主要な製品の名称等

(1) 鉄鋼事業…熱延鋼帯、厚板、中板、縞板、鍍金鋼帯、線材、バーインコイル、棒鋼、軽量Ｃ形鋼、パイプ、

線材二次製品、高力ボルト、コークス、鋼片、副産物 等

(2) エンジニアリング事業…建築総合工事、鋼製魚礁、増殖礁、ロール、バルブ、産業機械 等

(3) 不動産事業…不動産の賃貸、販売 等

(4) 化学事業…化学工業薬品 等

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該当

事項はありません。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間における海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の

記載を省略しております。
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